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礼儀 作法 


() 礼儀 作法 と は : 称え られ る き 言葉 遣い や 行い 、 品 行 な ど の 実 
躍 の こと で す 。 





⑯ イス ラー ム は 、 人 間 の 生活 を あら ゆる 状態 に お いて 秩序 づけ る 
、1 つ の 完全 な 教え で す 。 そ し て 人 間 に と っ て 有益 な こと を 命じ 、 有 害 な 
も の を 禁じ て いま す 。 ま た 自ら に 対し て も 他人 に 対し て も 様々 な 礼儀 作 
法 を 定め て いま す が 、 そ の 範囲 は 飲食 、 睡 眠 、 起 床 、 通 常 の 定住 生活 や 
旅行 時 な ど 、 あ ら ゆ る 状況 に 渡っ て いま す 。 

アデ アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 丁 
使徒 が 命じ た 物事 を 行い 、 彼 の 禁じ た 物事 を 避け よ 。 そ し て アッ ラー ( 
の お 怒り や 懲 凡 の 原因 と な る よう な 物事 ) に 対し 、 身 を 慎む の だ 。 実 に 
アッ ラー は 厳し く 凡 され る お 方 で ある 。 加 (クル アー ン 59 : 7) 


























クル アー ン と 正しい スン ナ ( 項 言 者 の 言行 ) に 示さ れる これ ら の 礼儀 作 
法 は 、 以 下 に 挙げ る 通り です 。 





1 一 挨拶 の 礼儀 作法 
し 挨拶 の 箇 : 


1 一 アプ ドッ ラー・ デ プン ・ ア ムル ( 艇 ら に アッ テー の ご 満 借 あれ ) に よれ 
ば 、 あ る 男 が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に こう 尋ね まし 
た : 「 “イスラーム の 特質 の 中 で 、 ど の よう な 点 が 最も 優れ て いま すか ?”" 
(預言 者 は ) 言い まし た : “ (他人 に ) 食事 を 与え 、 知 っ て いる 者 に も 知ら 
な い 者 に も 挨拶 を する こと で ある 。” 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝 
承り 





2 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう 言い まし た : 「 私 の 魂 が そ 
の 御手 に 要 ね られ て いる お 方 に か け て 。 あな た 方 は 信仰 する まで 天国 に 入る 
こと ほな い 、。 し て 互い に 詳し 合う よう に な る まで は 、 電 当 に 信 八 し た こと 
に は な ら な い 。 あ な た 孝 が それ を 行え ば 、 互 い に 飲 し 合う よう に な る こと を 
教え て や ろう か ? あ な た 方 の 間 に 挨 拶 を 広め ゆめ る の だ 。」 (ムスリム の 伝承 う 


93 王 ア プ ドッ ラー・ ブ シャ ザ サラーム ( 修 に アッ テー の ご 満 借 あれ ) 付 言い まし 
た : 「 私 は アッ ラー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こ 2 う 言 
う の を 聞き まし た : “・・・- 中 略 - 人 々 よ 、 挨 拶 を 広め よ 。 食事 を 施せ 。 
人 々 が 眠っ て いる 間 に 、 ダ ラー (礼拝 ) に 勤 し め 。 (そう すれ ば ) 平安 と 共 
條 天国 入る で ある ろう 。 ” 」 (アッ ニテ ニティ ルミ ズィー と イプ シャ マー ジャ の 
伝承 











| サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (19) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (39) 。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
2 ササ ヒー フ ・ ム スリ ム (45) 。 
3 


真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ ー テ ティ ルミ ズ イ ー (2485) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ ー テ ティル ミズ イー (2019) 、 ス ナ 





@ 挨拶 の 仕方 : 


1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : 多 
そし て あな た 方 が 挨拶 を 受け た ら 、 そ れ よ り も っ と よい 形 の 挨拶 で 挨拶 する 
か 、 あ る い は 同じ 言葉 を 返す の だ 。 実 に アッ ラー は あら ゆる 事柄 を も (仔細 
に ) 計算 され る お 方 で ある 。 思 (クルアーン 4 : 86) 


2 デイ ぶ ア アー シブ シュ ンジ サイ ン (彼ら に デッラ ジー の と ご 滴 悦 あれ ) は 言い 
まし た : 「 あ る 男 が 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と を 
坊 れ 、 こ う 衣 いま し た "アッー ケ デ ジー スッ ・ デ クア クス (あな た 方 に 平安 あ 
れ ) 。” する と 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は その 挨拶 に 
応じ まし た 。 そ し て 座る と 、 こ う 言 いま し た “10 ( 倍 の 報 打 ) だ 。” 次 に ま 
た だ 別 の 胡 が 来 て 、 君 いま し た : “デジ ッ ー グ テー ろ 2 デア クス 2* ア *・ ラ ジマ 
ムッ テー (あな た 方 に 平安 と アッ ラー の ご 慈悲 あれ ) 。” する と 問 言 者 ( 彼 
に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は その 挨拶 を 返し て か ら 座 る と 、 こ う 
いま し た : “20 ( 倍 の 報 所 ) だ 。”" それ か ら ま た 別 の 男 が や っ て 来 て 、 こ 
言 WY ま 人 だ ツラ グ シ アー クイ クタ ノバ クッ ツン アア マル クタ アー ィ ャ ジャパ 
テア ター ムン (あな た 方 に 平安 と 、 ア ッ ラ ー の ご 慈悲 と 祝福 あれ ) 。” する と 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は その 挨拶 を 返し て か ら 座 る 
和志 の 冒 ポ 7 80 人 代 の 幸代 だ 、 へ ペル (ジョ クー みみ ー ド 7 
ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 9 り 
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@ 先 に 挨拶 を する 者 の 徳 


1 一 アブ ー・ ア イ ュ ユー ブ ・ ア ル テ = テ アンサー リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あ 
れ ) に よれ ば 、 ア デッラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言 
いま し た : 「 ム スリ ム は 、 会 えば 背 き 合 う よ う に し て 、 そ の 同胞 を 3 夜 以上 避け 続 
ける こと は 許さ れ な い 。 そ し て 彼ら の 内 、 先 に 挨拶 を 始め る 方 が より 優れ て いる の 
だ 。」 (アル テ ブ プ ハー リー と ムスリム の 伝承 5 








2 一 アプ ー・ ウ マー マ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 ア 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “アッ 
ラー (の ご 慈悲 ) に より 近い の は 、 先 に 挨拶 を 始め る 者 で ある 。”」 (アプ 
ー・ ダ ー ウ ー ド と アッ ニテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 


@ 挨拶 を する 相手 の 優先 度 : 


1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 
彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 年 少 の 者 は 年 配 の 者 


ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1334) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1097) 。 文章 は アッ ニテ ィ ル ミズ ィ ー の 
も の 。 

4 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5195) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4327) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ イィ イー (2689) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ ー テ ティル ミズ ィ イー (2163) 。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (6077) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2560) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

6 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5197) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4328) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ イィ イー (2694) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2167) 。 文 章 は アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
の も の 。 








に 、 通 行者 は 座っ て いる 者 に 、 少 数 の 者 た ち は 多 数 の 者 た ち に 挨拶 する の だ 
ゃ | デル ョ ダダ ハ デール リー と スリム の 信 示 9 


ムー プア グー ャ ブラ イタ (人 彼 に デッラ ター の ご 漬 恒 あ れ ) に よれ ば こ 、 デ ッ テ ー 
の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 乗 り 物 に 乗 
っ た 者 は 歩行 者 に 、 歩 行者 は 座っ て いる 者 に 、 少 数 の 者 た ちら は 多数 の 者 た ち 
に 挨拶 する の だ 。」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9 





に 女性 や 子供 に 対す る 挨拶 : 


ーー ゲス マー ウッ ビン トッ ギィ イード (人 彼 克 に デッラ ター の で 満 憶 あ れ ) 人 
、 言 いま し た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 私 た ち 女 
性 の 所 を 通る ど 、 私 た ち に 挨拶 を し まし た 。 」 (アブ プー ダー ウー ド と イデ 
ンジ マージ ャ の 伝承 








2 一 アナ スッ プシ ャ マー リク ( 彼 に アッ ラー の ご 滴 乙 あれ ) が 伝え る と ころ に 
よれ ば 、 彼 は 子供 た ちの 前 を 通り か か っ た 時 、 彼 ら に 挨拶 を し まし た 。 そ し 
て 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ テー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こう し て 


いた の で す 。」 (アル ニブ ハー リー と ムスリム の 伝承 








@ 誘惑 な どの 危険 が な い 場 合 に お いて 、 女 性 が 男性 に 挨拶 する こ 
と : 


ウン ペッ パー ニー リビン ドッグ ビー クビ ピリ ジ 、( 偽 大 に アッ ラテ ラー の こ 商 例 
あれ ) は 言い まし た : 「 私 は マッ カ 解 放 の 年 に アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラ 
ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) の も と に 赴き まし た が 、 そ の 時 彼 は 注 浴 中 で 、 彼 
の 娘 フ ァ ー テ ィ マ が 彼 を (仕切 り 代 わり に な る よう な 物 で も っ て ) 隠し て い 
まし た 。 私 が 彼 に 挨拶 する と 、 彼 は 言い まし た : “これ は 誰か ?" 私 は 言い 
まし だ ゃ 「 有 ウシ ムッ バー ニー ュ ビ ント *・ ア ビー・ ター リプ です” (まる と 
絡 講 閉 伴 )。 講 0 記 し た は マウ ジン ムッ 人 ラード 、 よ うと そ 、 (アル ラダ 
ハー リー と ヘス リス の 伝 ポ 9 























天 家 に 入っ た 時 の 挨拶 : 





至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 
あな た 方 が 他 の 家 に 入っ た な ら ば 、 あ な た 方 の 同胞 に アッ ラー か ら の 、 祝 福 
に 溢れ た 美しい 挨拶 を する の だ 。 思 (クル アー ン 24 : 61) 


7 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6231) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2160) 。 
8 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6232) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2160) 。 
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真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5204) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4336) 、 ス ナン ・ 
イブ ン ・ マ ー ジ ャ (3701) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2986) 。 

0 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6247) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2168) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

1 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6158) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (336) 。 文章 は ムスリム の も の 。 





参 ベア ジミ ー“ に は 先 に 挨 反 な いと どっ > 


1 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 ユ ダ ヤ 教 徒 
や キリ スト 教徒 に 対し て 、 NO SO 
ら に 会 っ た ら 、 彼 ら を 道 の 端 に 追い や る の だ 。」 (ムスリム の 伝承 


2 一 アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 (後に アッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “啓典 の 民 が あな た 方 に 「 ア ッ 
サラ ー ム ・ ア ライ クム (あな た 方 に 平安 あれ ) 」 と 挨拶 し た ら 、「 ワ ・ ア 
ジイ ンク な 、( そ で し で め あな だ 方 に も ) 

4」 と 言う の だ 。” 」 (アル = テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 




















し ムスリム と 上 異教 徒 が 混合 し て いれ ば 、 ム スリ ム の み を 意図 し て 
挨拶 する こと : 


ウサ ー マ ・ ブ ン ・ サ アド (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 駐 言 
者 ( 彼 に 0 020 財 和 02 2 NN 
に 戻り まし た ・・・ - 中 略 - ムスリム と 偶像 を 祭 拝 する シシ ルク 
の 徒 と ユダ ヤ 孝 徒 が 一 緒 に 座っ て いる 場所 を 通り か か る と 、 預 言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 彼ら に 挨拶 し 、 立 ち 止 まり まし た 。 そ し て 
(乗っ て いた 家畜 か ら ) 降り る と 、 彼 ら を アッ ラー (の 宗教 ) へ と 勧誘 し 、 
彼ら の た め に クル アデ アーン を 読み まし た 。 (アル テ プ ハ ーー リー と ムスリム の 伝 
承り) 





@ 退出 時 と 来訪 時 の 挨拶 : 


2 ンー ンジ イン 人 に アッ ラー の ご 満 児 あれ ) 伴 言 いま し た だ 。 リア タラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “あな た 方 
が 集まり の 場 を 通り か か っ た ら 、 挨 拶 す る の だ 。 そ し て そこ か ら 立 ち 去 り た 
い 時 に も 、 挨 拶 す る の だ 。 前 者 の 方 が 後者 より も そう する の に 値する わけ で 
は 0 4 グン ーッ グー ター ドロ アッラー ゲイ 0 し スイー の 倒 示 の 








上 和 

訳者 注 : ズ ィ ン ミー と は ムスリム の 護 の も と に イス ラー ム 国 家 に 居住 する 、 キ リス ト 教 徒 や ユダ ヤ 教 徒 ら 啓 典 の 
民 の こと で す 。 

3 サ ヒ ビー フ ・ ム スリ ム (2167) 。 

14 

訳者 注 : 本 来 な ら 「 ワ ・ ア ライ クム ・ ア ッ ニ サラ ー ム 」 と 返す べき で す が 、 「 ア ッ = テ サラ ー ム (平安 ) 」 と いう 言 
葉 に は 言及 し ませ ん 。 

5 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6258) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2163) 。 

6 訳者 注 : 詳 し く は 「 シ ルク 」 の 項 を 参照 の こと 。 

7 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (5663) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1798) 。 文章 は ムスリム の も の 。 

8 訳者 注 : つま り 両 方 と も すべ き で ある と いう こと 。 

















伝承 経路 は 良好 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5208) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア プー・ ダ ー ウ ー ド (4340) 、 ス ナ 
ン ・ ア ッ = テ ティ ルミ ズ イ ー (2706) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ = テ ティル ミズ イー (2177) 。 ア ッ テ ニス イル スィ ラ ト 
・ ア ッ テ サ ヒー へ (183) 参照 。 


】 人 と 会 っ た 時 に お 辞 儀 し な いこ と : 





アナ メア ジャ マー サク (人 に アッ テー の と 滑 児 あれ ) 信 言 いま し だ) 【 
ある 男 が 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あ 
れ り 志 、 役 だ ち は 兄弟 か 友人 (で ある ムスリム ) と 会 っ た ら 、 彼 に お 辞 儀 す 
SG が 8 の 7.( 頂 言 者 は ) 言い まし た こい O。 ( 男 は ) 言い まし た : 
“ 彼 を 抱き し め て キス すべ き で すか ?” (預言 者 は ) 言い まし た : “いや や 。 
” ( 男 は ) 言い まし た : “それ で は 彼 の 手 を 取り 、 握 手 し ます か ?” (預言 
0 お で 語 LMEa と の の 0 全 に て (0 だ この ポー どの オン ジヘ マー 
ジャ の 伝承 














( 握手 の 箇 : 


ア 光 三 パ ジー ウ ( 修 に デッラ テー の と ご 滑 旧 あ れ ) は 言 ぬ ひま し た : | アッ ラー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “2 人 の ム ス リ 
ム が 会 っ て 揚 手 する な ら ば 、 彼 ら が 別れ る 前 に 彼ら (の 罪 ) は 赦 さ れる で あ 
の うう 。 | (ジェ グー ツー ド と アッー ディ ルミ ペイ ィ イー の 令 承 0 








@ 握手 と 抱擁 を する 時 : 


アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 (後に アッ 
6 か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 教 友 た ち は 会 えば 握手 し 合い 、 旅 行 に 発つ 時 
こ は 抱 き 合 っ た も の で し た 。” 」 (アッ テ タ バラ ー ニ ー の 伝承 る 


@ 不在 者 に 対す る 挨拶 の 仕方 : 


1 一 アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 彼女 に こう 言い まし た : 「“ ア ー イ シャ 
ポ 。 グリ ー ル が ああ が た に 据 失 (リア デア ッ ョ サナ ラー ムッ テプラ イン ム 。 | と いう 
言葉 ) し て いる ぞ 。”" (それ で ) 私 は 言い まし た : “" ワ ・ ア ライ ヒ ・ ア ッ テ 
サラ ー ム ・ ワ ・ ラ フ マ ト ッ ラ ー ヒ ・ ワ ・ バ ラ カ ー ト フ (そし て 彼 に も ゃ 平安 と 
、 ブ アッ ラー の ご 慈悲 と 祝福 が あり ます よう ) 。 あ な た は 私 の 見 えな いも の を 
ご 論 に な られ る の で すね 。" 」 (アル テー ブ バ パー リー と ムスリム の 伝承 

2 一 ある 男 が 預言 者 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 所 に 来 て 、 
言い まし た : | “私 の 父 が あな た ( こ 挨拶 (「 ア ッ ニ サラ ー ム ・ ア ライ クム 。 
りあ MK の 言 本 ルル で いま すう (預言 者 は ) 言い まし た : “アラ イカ ・ ソ ワ ・ 
デフ ウー アビ ピー か ドア ジニ サラーム (あなた だ さ 、 し て あな だ の 人 に も 平安 
2 由 222 タ グ クール の あ グ ク マ ボ の 全 の 9 
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良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2728) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2195) 、 ス ナ 
ン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3702) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2987) 。 

21 

良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5212) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4343) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ イー (2727) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2197) 。 

レル 





伝承 経路 は 良好 。 アッ ニタ バラ ー ニ ー の 「 ア ルテニア ウサ ト 」 (97) 。 ア ッ ニ スイ ルス イラ ト ・ ア ッ ー サ ヒー ハム (264 
7) 参照 。 

23 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3217) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2447) 。 

24 

良好 な 伝承 、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5231) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4358) 、 ム スナ ド 
・ ア フ マ ド (23492) 。 文章 は アブ プー・ ダ ー ウ ー ド の も の 。 


@ 訪問 者 を 支え る 、 あ る い は 彼 に 準 の 意 を 示す 意味 で 起立 する 
こと に 関し て : 


1 一 了 アブー・ サ イー ド (後に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ク ライ ザ 
族 が サ ア ド ・ ブ ン ・ ム アー ズ の 判決 に 服 し た こと に 関し 、 屯 言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 彼 ( サ ア ド ) に (預言 者 の も と へ と 召喚 すべ 
く ) 使い を 送り まし た 。 そ し て (預言 者 は 周り の 者 た ち に ) 言い まし た :「 
あな た 方 の 長 の た め に 起立 する の だ 。」 あ る い は 「 あ な た 方 の 最良 の 者 」 と 
言い まし た 。 (アフ マ ド の 伝承 9 








ーー デイ ジャ (人 彼 劉 に アッ ラー の ご 漬 選 め れ ) は 言い まし た ! フ ァ ー 
ティ マ - アッ ラー が 彼女 の お 顔 を 貴 く され る こと を - より も 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の よき 気風 と 導き と 立ち 居 振 る 舞 
い に お いて 酷似 し て いる 者 は あり ませ ん で し た 。 彼女 が 彼 の 所 に 来れ ば 、 彼 
は 彼女 の た め に 立ち 上 が り 、 彼 女 の 手 を と っ て キス し まし た 。 そ し て 彼女 を 
その 場 に 座ら せま し た 。 ま た 彼 が 彼女 の 所 に 来れ ば 、 彼 女 は 彼 の た め に 立ち 
上 が り ま し た 。 そ し て 彼 の 手 を と っ て キス する と 、 そ の 場 に 彼 を 座ら せま し 
だ た 11 アデ デー ィ タ グラ ウー ド と アッ ラー デ ティ イル ミス イー の 伝承 の 




















(7 誰か に 対し て 起立 する こと 、 あ る い は 誰か を 起立 させ る こと の 
忌避 性 : 





ム ア ー ウ ィ ヤ ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は アッ ラ 
ー の 使徒 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た 
: 田 た ち を (自身 に 対す る 敬意 ゆえ に ) 起立 させ た まま 仕え を させ る こと を 
長 ぶ 者 は 、 地 獄 の 業火 の 中 に 住む こと に な ろう 。” 」 (アブ ー・ ダ ー ウ ー ド 
と アッ テテ ィ ル ミズ ィ ー の 伝承 














( 挨拶 を 聞い て も ら え な か っ た 時 に は 、3 度 挨拶 する こと : 


アナ ス ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か 
ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 何 か 1 つ の 単語 を 話す 時 に は 、 そ れ が よく (人 々 に ) 
理解 され る べく 3 回 繰り 返し まし た 。 そ し て 人 々 の も と を 訪れ た 時 に は 、3 回 
挨拶 し た も の で す 。 (アル テ ブ ハー リー の 伝承 9) 











@ 集団 に 対し て の 挨拶 : 


7 以 ニ ーッ ャ アジ ジィ アビ ーッ クー リグ ( 役 に チ デック プー の と ど ご 清 民 め あれ) に よれ ば 
、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 
集団 の 中 の 誰か が 挨拶 すれ ば 、 そ れ で その 集団 全体 が そう し た こと に な る 。 





2 良好 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ャ ド (854) 。 ア ッ ニ スィ ルス イラ ト ・ ア ッ ニ サ ヒ ー ハ (67) 参照 。 
26 


真 

アッ テテ ィ ル ミズ イー (3872) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イィ イー (3039) 。 
27 
真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5229) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4342) 、 ス ナン ・ 
アッ テテ ィ ル ミズ イー (2755) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2212) 。 

2 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (95) 。 


真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5217) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4347) 、 ス ナン ・ 








また (集団 内 の ) 誰か が 挨拶 を 返せ ば 、 そ こ に 座っ て いる (集団 内 の 他 の ) 
者 だ ち . ( 企 員 ) が そ うし た こと に な る の だ 。 」 (デア ブー ぃ ダー ウー ド の 伝承 





@ 用 便 中 は 挨拶 を 返さ な いこ と : 


1 一 イブ ン ・ ウ マル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 あ る 男 が 
アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 用 便 中 に 通り か か 
り 、 彼 に 挨拶 を し まし た 。 し か し 彼 は それ に 対し て 返事 を し ませ ん で し た 。 
(ムスリム の 伝承 


2 一 アル テム ハー ジル ・ ブ ン ・ ク ン フ ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に 
よれ ば 、 彼 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の 用 便 中 に 通り 
か か り 、 彼 に 挨拶 し まし た 。 し か し 彼 は 返事 を せ ず 、 が ゥ メー 
3 を し た 後に 彼 に 振り 返る と 、 こ う 言 いま し た : 「 体 が 清浄 な 状態 で な い 時 に 
、 偉 大 か つ 昔 厳 な る アッ ラー の 御名 を 言及 し た く な か っ た の だ 。」 (アブ ー 
・ ダ ー ウ ー ド と アン ニテ ナ サー イー の 伝承 



































の 来訪 者 に 親愛 を も っ て 接する こと 。 及び 初対面 の 者 が 自己 紹介 
し 、 そ の 立場 を 表明 する こと : 





アブ ー・ ジ ャ ムラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 私 は イ 
プン ・ ア ッ パ バース と 人 々 の 間 の 説明 役 を 務め て いま し た 。 彼 (イブ ン ・ ア ッ 
バー ス ) は 言い まし た : “ (ある 時 ) アブ ド ・ ア ル ニ テカ イス の 使節 団 が 預言 
者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と に や っ て 来 ま し た 。 彼 ( 項 
言 者 ) は 言い まし た : 「 使 節 団 と は 誰か ? (ある い は 「 ど の 民 だ ?」) 」 ( 
人 々 は ) 言い まし た : 「 ラ ビー アブ 部族 で す 。」 す る と (預言 者 は ) 言い まし 
た : 「 よ うこ そ 、 民 よ (ある い は 「 使 節 団 よ 。」) あな た 方 は 衣 き 目 も 見 な 
けれ ば 、 酒 に 遊ぶ こと も な い 方 々 で ある 
le JJ (ゲル ラグ スー ルー と スリ の 全 示 9 



































@ 「 デ ジア 必 ・ デ ッ テ ダ デー スム 」 で 挨拶 を 始め る こと の 忌避 性 : 
1 の PB22* アン いさ ザ リー ム /( 條 に デック ラー の と 滑 層 あ れ ) 信 言 い 活 
し た : 「 私 は 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) の も と を 訪れ 、 
この 全 MV ま UC デア ク ルル バイ クー ボク ラーム で する の 信人 は 計 い まし た 
リア デジ イマ アタ ラサ ジー ム 」 ら 言 う の で は ない 、 トト ア デア ッ ョ ニ が ラー あッ ア 
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良好 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5210) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (83) 、 ア ッ = テ スィ 
ルス イラ ト ・ ア ッ テ サ ヒー ハ (1412) と イル ワー ウ ・ ア ル テ ガ リー ル (778) 参照 。。 

9 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (370) 。 

1 訳者 注 : イ スラ ー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清 浄化 を 意図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 
層 徐 

真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (17) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (13) 、 ス ナン ・ ア ン 
ー テ ナ サ ー イ ー (38) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン = テ ナ サ ー イ ー (37) 。 

ER 





























訳者 注 : 彼ら は 自ら 進ん で イス ラー ム に 改宗 し た 者 た ち で あり 、 そ れ ゆ え 戦 争 な ど に よっ て 月 き 目 を みる こと も か あ 
り ま せん で し た (イブ ン ・ ハ ジャ ル 著 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー 解釈 「 フ ァ ト ゥ フ ・ ア ル = テ バー リー」 参照 ) 。 
3 サ ヒ ビー フ ・ ア ル ニ テニ ブ ハー リー (87) 、 サ ヒー フ ・ ム ふ ス リム (17) 。 





























ライ 0 だ 言 び の 江 、 の WV デジ ダー クタ クーク ウード よ デ タク ヨ ディル ミズ スー の 
伝承 や ) 
2 一 また 上 記 と 同様 の 別 の 伝承 に は こう あり ます : 


1 “デラ イカ アッ ニョ 
サラ ー ム "と は 死人 へ の 挨拶 で も る か ら 。」 


(7 グ ョ グー ウ ーー ド の 偽 須 の 
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真正 な 





区 承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5209) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4341) 、 ス ナン 





アッ ニテ ティル ミズ イー (2722) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ ー テ ティル ミズ ィ イー (2189) 


36 5 
真 1 


E な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (5209) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (4341) 


